
定例記者会見（ 6 月）次第  

 

令和元年 6月 4日（火） 

                       午後 3時～ 

市長公室広報広聴係  

＜出席者＞ 

酒田市／市長、副市長 

危機管理監、地域創生部長、地域創生部交流推進調整監 

農林水産部長 

 

酒田記者クラブ／各社 

 幹事社／読売新聞、荘内日報（5月・6月） 

 

１ 開 会 

（1）発表事項 

 ① 酒田市国際交流協会（仮称）を設立します（交流観光課） 

 

（2）懇談・フリー質問 [幹事社] 

 

（3）その他 

   

２ 閉 会 

 

◆その他配布資料 

① 山形県立酒田光陵高校、㈱プレステージ・インターナショナル、酒田市によ

るクルーズ船寄港時のビジネス実践プロジェクト（企画調整課） 

② 東京オリンピック・パラリンピック酒田市ホストタウン事業「トライアスロ

ン・ニュージーランドとの交流」について（交流観光課） 

③ 「酒田船凍いか」の商標登録について（農林水産課） 

 



 

定例記者会見資料 

 

令和元年 6月 4日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

酒田市国際交流協会（仮称）を設立します 

 

海外の姉妹・友好都市との交流や東京オリンピック・パラリンピックホストタ

ウンによる交流をはじめ、インバウンド、クルーズ船受入が活発化している本市

において、市民がより積極的に国際交流活動に参加できる機会を提供し活動を

サポートする組織として、このたび酒田市国際交流協会（仮称）を設立します。 

つきましては、取材および会員募集などに関し特段のご配慮を賜りますよう

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設立総会及び記念講演 

○日時／6月 24日（月） 総会 午後 2時～ 

記念講演 午後 3 時～（総会終了後、1 時間程度） 

○場所／市民健康センター 

○記念講演内容／ 

テーマ 村山市のホストタウン事業と国際交流 

  講師  村山市東京オリンピック・パラリンピック交流課長 矢口勝彦氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お問い合わせ／ 

交流観光課交流事業係 玉澤千秋 

℡ 26-5809 FAX 22-3910 

Eメール sk-koryu@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○協会では、国際交流活動に関する情報収集・発信、おもてなし通訳ガイドの

養成や国際交流活動のノウハウ提供による人材育成などを行います 

○会員は、大学、高校、各国際交流団体、経済・観光団体等をはじめ、国際交

流活動に関心のある個人など（本市在住を問いません）を想定しています 

○記念講演では、民間団体主導による国際交流活動や、東京オリンピック・パ

ラリンピックのブルガリア選手のホストタウンとしての取り組みが全国から

注目を浴びている村山市の課長を招き、国際交流活動の先進事例を学びます 
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令和元年 6 月 4 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

山形県立酒田光陵高校、㈱プレステージ・インターナショナル、

酒田市によるクルーズ船寄港時のビジネス実践プロジェクト 

 

 山形県立酒田光陵高等学校（以下「光陵高校」という。）、㈱プレステージ・イ

ンターナショナル（以下「ＰＩ」という。）によるデュアルシステム（職場体験

と授業を組み合わせた教育プログラム）の一環として、酒田市も連携して、クル

ーズ船寄港時に、光陵高校生が実践的なビジネスプロジェクトに取り組みます。 

つきましては、ＰＩでの授業およびクルーズ船寄港時の取材等に関し、特段の

ご配慮を賜りますようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施概要】 

○ＰＩでの授業 ⇒酒田市は光陵高校～ＰＩ間の生徒移動を支援 

・日時／（5月 15日、29日）、6月 5日、19日、26日、7月 3日、10日、 

8月 28日の午前 9時 15分～午後 2時 30分ごろ 

・内容／ビジネスマナー研修、クルーズ船寄港時ビジネスプランの企画考案など 

○クルーズ船寄港時の生徒によるプラン実践 

・日時／6月 23日（ダイヤモンド・プリンセス）、 

9月 16日(ＭＳＣスプレンディダ) 

・場所／中町周辺、酒田北港古湊ふ頭等を想定 

◆詳細は現在検討中です。下記に問い合わせてください。 

 

 

◆ポイント 

○ＰＩ、光陵高校では、生徒に地元企業で働く楽しさややりがいを感じてもら

い、地域を先導できる人材を増やし、地元定着を促進していくため、昨年度

より パートナー協定を結び、デュアルシステムを実施しています。 

○光陵高校ビジネス流通科 3 年生 40 人が、ＰＩのプログラムに基づき、酒田

港にクルーズ船が寄港した際のビジネスプランを検討しています。 

○6月 23日（日）、ダイヤモンド・プリンセス寄港時、検討されたプランにつ

いて、光陵高校生がニーズのリサーチや試行に取り組みます。 

◆本番は 9月 16日を想定しています。 

●お問い合わせ先 

【概要について】酒田市企画調整課 佐藤 ℡26-5704／fax26-6482  kikaku@city.sakata.lg.jp 

【PIでの取材について】ＰＩ 山形広報担当 鈴木 ℡41-0711／fax 41-2112  yamagata_somu_gaj@prestigein.com 

【授業の内容について】光陵高校ビジネス流通科 梅津 ℡28-8833／fax28-8845  sumetsuyo@pref-yaagata.ed.jp 
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令和元年 6 月 4 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

東京オリンピック・パラリンピック酒田市ホストタウン事業 

「トライアスロン・ニュージーランドとの交流」について 
 

 今月下旬からニュージーランド若手選手２人が酒田に約 2 週間滞在する予定

です。 

 また 8 月にトライアスロン・ニュージーランド（以下「TRINZ」）代表チーム

が酒田でキャンプを行う予定です。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ニュージーランド若手トライアスリート・スカラシップ 

 （１）来日選手 ニュージーランド若手選手 2人 

     Rose Dillon ローズ・ディロン 1998年生（21歳）女性、 

      Trent Dodds トレント・ドッズ 1999年生（20歳）男性 

 （２）奨学金  ・一人当たり 300,000円 (約 NZ＄3,750)上限 

    ・海外渡航費及び国内交通費・滞在費の 2分の 1相当  

    ・奨学金以外は選手の自己負担 

 （３）期間     6月 24日（月）～7月 4日（木） 

 （４）その他    ・本市をベースに練習・調整するとともに、みなと酒田トライ

アスロンおしんレースのほか、高松のアジアカップに参加 

   ・2週間の滞在中、小学生、高校生、一般市民との交流事業 

    を予定 

   ・宿泊先は東北公益文科大学、主な練習施設は光ケ丘プール 

   ・日本の U23選手も招待予定、切磋琢磨を期待。 

 

◆ポイント 

○東京オリンピック・パラリンピックホストタウン推進事業の一環。 

○ニュージーランド選手を受け入れて自立した選手の育成を支援するととも

に、彼らとの交流により市民の国際感覚の醸成・人材育成を図ります。 

○また、酒田をベースとして長期に滞在して練習・調整するというプログラム

を通して、事前キャンプのスムーズな受入・改善点などを探ります。 

○今回来日する選手は 21歳女性と 20歳男性の 2人。 

○代表チームは、東京・お台場で開催されるテストイベントへ出場する前の調

整でキャンプを行う予定です。 



【スケジュール（予定・調整中）】 

6月 24日（月） 来酒予定、東北公益文科大学利用説明、 

   サポートボランティア（公文大学生）との顔合わせ 

 25日（火）午前 11時 市役所表敬訪問 

 25日（火）～28（金）酒田市内を拠点に練習 

 29日（土） 練習、おしんレース出場受付、前夜祭（カーボパーティ） 

 30日（日） みなと酒田トライアスロンおしんレース出場 

7月  1日（月）～4日（木）酒田市内を拠点に練習 

  2日（火）または３日（水） 

   高校生企画による交流パーティ（放課後、時間会場等企画中） 

  4日（木） 高松へ移動（酒田滞在はこの日まで） 

  6日（土） アジアカップ in高松トライアスロン 2019出場 

  7日（日） ニュージーランドへ帰国 

 

２ TRINZ代表チームのキャンプ 

 8 月に東京・お台場で東京オリンピック・トライアスロンテストイベントが

開催されます。この大会に参加する TRINZ の代表チームから酒田市で大会前

の調整を行いたいとの打診があり、受け入れの調整を行っています。 

 

 （１）来日チーム 選手男女各 3 人、コーチ 2 人 計 8 人 

 （２）日程  酒田滞在   8 月 4 日（日）～12 日（月） 

    テストイベント 8 月 15 日（木）～18 日（日） 

 （３）宿泊先 東北公益文科大学 

 

 

 

 

 

●お問い合わせ 

 交流観光課 課長補佐 池田、交流事業係 数馬 

 TEL.0234-26-5759 FAX.0234-22-3910 

 sk-koryu@city.sakata.lg.jp 



◆ポイント 

登録日 平成 31年 4月 5日  登録第 6136071 号 

 

   商標 

 

 

 

・商標登録したことで、知名度等優位性を図り、本市水産物のブランド力向上

を目指します。 

・「酒田船凍いか」が、新鮮なうちに船内で急速冷凍されることで、高品質で

あることの認知度を高め、加工品も含めた新たな需要を喚起することにより

消費拡大を推進し、水産業の活性化につなげます。 

・商標の使用について、現在、ルールを詰めているところであり、申請による

ことを基本として検討しているところです。いずれにせよ、一定のルールの

もとで幅広く活用いただけるよう考えております。 

 

酒田船凍いか 

 
 

令和元年 6月 4日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

「酒田船凍
せんとう

いか」の商標登録について  
 

山形県漁労長会所属の中型いか釣り船が、令和元年度は 13隻の船団を組んで

スルメイカ漁に出航します（6 月 9 日に出航式を挙行予定）。漁獲したイカは、

船内で急速冷凍して酒田港に「冷凍スルメイカ」として水揚げされます。この「冷

凍スルメイカ」について、酒田市が商標登録の出願を行っておりましたが、この

たび、商標が登録されました。 

現在「酒田船凍いか」の商標に係る使用ルールについて、今期漁獲された船凍

いかから活用できるよう詰めているところですが、まずは、「酒田船凍いか」に

ついて、広く市民の皆さんに知っていただきたく、商標登録の取得についてお知

らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

●お問い合わせ／ 

市農林水産課水産林務係 長谷川正彦 

℡ 26-5753 FAX 26-6483 

Eメール norin@city.sakata.lg.jp 

定例記者会見配布資料 


